




根謝銘グスクの調査 

大宜味村との連携事業 

大宜味村 

• 沖縄本島北部に位置する 

• 「長寿の里」、「シークヮーサーの里」などとして知られる 

• 人口約3,000人 



根謝銘グスクの調査と現状 

大宜味村との連携事業 

• 大宜味村では、「根謝銘グスクを核とした

保存活用」について、歴史文化を活かした

むらづくりの基本的な考え方を定めた大宜

味村歴史文化基本方針（平成22年策定）の

一つにあげている。 

• 琉球大学では2010年度（平成22年度）より、

大宜味村と協力し、根謝銘グスクの範囲確

認のための測量調査（遺跡探査）を実施 

• 2016年度（平成28年度）より大宜味村に学

芸員が配置され、大宜味村では同年より試

掘を開始し、2017年度（平成29年度）より

文化庁の補助をうけ、遺構や遺物包含層の

確認のための試掘調査を実施している。 
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/rekishi
bunka/pdf/r1392234_86.pdfより転載・一部改変 



根謝銘グスクの調査 

大宜味村との連携事業 

根謝銘グスクの調査は、1964年に表面調査と試掘調査が実施されている。

その報告については、調査を行った宮城長信氏が1972年に『琉大史学』

第2号に発表している。 

宮城長信1972「根謝銘城調査報告」『琉大史学』第2号より転載 



大宜味按司の居城 

根謝銘グスクとは 

• 国頭按司の居城とする説と英祖王の

子孫である大宜味按司の居城とする

説がある 

• 民間伝承によると、築城途上に外的

の攻撃を受け、城壁を築く余裕なく

廃城となったと伝えられている（「大

宜味村村勢要覧2020より」） 



2010～2019年度 

根謝銘グスクの調査 

• 大宜味村教育委員会との連携 

• 2010年度～2015年度・2018年度に測量調査と遺跡探査、2016年度・2017度・

2019年度に試掘調査 











測量図の作成 

調査成果の一部 

測量図を作成し、グスクの

構造や地形などを把握した 



出土遺物の整理 

調査成果の一部 

• 採集や出土した遺物の洗浄・注

記・接合などを実施 

• 整理作業を通して、遺物の性格

を把握している 



博物館実習を通して学ぶ“地域” 

南風原町との連携事業 

南風原町 

• 沖縄本島南部のほぼ中央に位

置、那覇市に隣接 

• 県内では唯一の海に面してい

ない町 

• 人口 約40,000人 



• 琉球大学では、学内外の強い要望により、1995（平成7）年より、博物館

学関係授業を開講した。 

• 現在、国際地域創造学部、理学部を中心に毎年50名前後の履修希望者を受

け入れており、卒業後、沖縄県下をはじめ、全国の博物館及び文化財行政

で活躍している履修者も多い。４年次に履修する博物館での実習（博物館

実習Ⅱ）では沖縄県内の博物館にも協力していただいている。 

• とくに地域博物館としての活動を盛んに行っている南風原文化センターで

の実習は、将来、博物館学芸員としての活躍を目指す文系の履修生にとっ

て有効なものとなっている。 

• 2021年度（令和３年度）は2回に分けて8名の履修生を受けいれてもらっ

た。コロナ禍で実習にも多くの制約がある中、充実した実習内容を提供し

てもらっている。 

博物館実習と南風原町 

南風原町との連携事業 



南風原陸軍病院壕群の調査 

南風原町との連携事業 

1994～2006年に南風原町教育委員会と連携

して、南風原陸軍病院壕群の考古学的調査

を実施 



博物館実習を通して学ぶ“地域” 

南風原町との連携事業 

現在は、南風原陸軍病院壕群に隣接する「南風原文化センター」において、

南風原町と連携し、博物館実習を通して地域を学んでいる 



「南風原の沖縄戦」、「戦後・ゼロ

からの再建」、「移民」、「人々の

暮らし」をテーマに展示されている 

沖縄戦と戦後、今を伝える 

南風原文化センターの展示 





各地域がテーマの“字展” 

南風原町の特別展示 

• 「字（あざ）」ごとにテーマにした展示 

• 各字にある公民館を展示会場にするなど、

“地域密着型”の展示 



字展の展示作業を博物館実習の一環としてお手伝いしている 



実践を学ぶ 

南風原町での博物館実習 

コロナ禍のなか、今年度も感染対策をしながら、博物館実習

をとおして、学芸員とし実践を学ぶ機会をいただいている 










